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解

説
　昭和34年度の一般会計予算は総額8336万円余で近年では、最も規模の大きいものと
なっています。

※予算の内容
　　この内訳は、別表のとおりで、k出面で昨年とくらべて増額の目立っものは、土
　木費の1152万円増　教育費の1131万円増　社会および労働施設費の668万門増

　であります。以下各費目ごとに、分折してみましよう。
1、議会費　32万9千門増　増額のおもなものは、議員報酬　24万円増

2、役場費　83万円の増増額のおもなもの　　職員給17万円増、旅費10万円増、

　　職員手当42万円増、交際費8万円増など
5・消防費　86万門増　　小型動力ポンプ1台30万円　運搬車1台45万円

　　（神川分団用）

　　消防水槽3個　30万円　消防水路138m．16万円
4、土木費　1152万円増　町道維持補修　166万円　（このうち神之浜昇降路2ケ所の

　　工事費60万円）災害土木費1、524万円　長谷侮岸、山ノロ海岸　堂ノ元海片」の災
　　害復旧費　港湾改修負担金150万円
5、教育費　1131万円増　大根占小学校鉄筋校舎建築220坪　　宿利原小学校の増築

　　25坪と校門改修　以上で1146万円　大根占中学校理科教室建築費　70万円
6、社会労働施設費　668万円増　町外就職者への貸付金4万9千円　　失業対策事業

　　費616万円　（このうち自動車購入費90万円）公営住宅建築費531万円　第1種5棟
　　第2種15棟
7、保健衛生費　1万円減　ちり、ごみ処理費　21万9千円

8、産業経済費　92万円減　農業費75万円　（30万円増）畜産費51万円　商工水
　　産費46万円　（22万円増）桜原農道改良費補助　24万8千円　笹原水路改修補助
　　20万円　林業費94万円　（うち岩元林道工事費負担金80万円一事業費は200万円）

9、財産費　65万円増　町有林関係費232万円　（うち国有林払下代金184万円）

　　積立金57万円　建物管理費81万円
10、統計調査費　5万門増　農業基本調査費6万円
11、選挙費　35万円増　知事県議17万円　町議16万円　参議20万円

12、公債費　16万円増

15、諸支出金　17万円減となっており　　　戊入面では

◎町税　194万円増　増額のおもなもの　固定資産税145万円増たばこ消費税52万
　　円増　木材引取税27万円増　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

　◎地方交付税373力円増財産牧入11万円増立木売却400万円土地売却100万円

la褒舗未8醸支出＄，。嬬鴨魏霧鵠37万円減
彗募顯塁吾馨諮、※今後の問題点
語鵠膿鴇全賢，‡算のあらまLeま以上のとおりですが・町とし鴨

度v　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　・今後に残される結果となりました。
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て－
　
原
案
可
決

※
旧

煙
草
耕
作
組
合
の

士
地
二

o
二
坪
（
三
十
九
万
八
千
七
百

起
債
の
関
係
な
と
で
四
百
五
十

万

円
に
増
額
方
を
要
望
、
今
日

ま
で
保
留
さ
れ
て
い
た
も
の
で

前
田
代
議
土
等
の
尽
力
で
決
定

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な

お
、
県
道
鹿
屋
佐
多
線
改

良
工
事
の
大
橋
以
南
は
三
十
五

別籔
講
諒
鷲
旦
竃
狸
さ
れ
る
見
込
み
で

昭和
　ルT’ca

　　費

　　費

没タ告

　一

118，7
「19，3

12．3

E

本年度
予1＞1

18，774，000

21，000，000

　5，844，290

　
税
税
入
企
品

＝
　
寸
鞭

　
　
交

瑚
及

　　費

1，町

2，地　方

3，公営企

今
回
、
印
鑑
登
録
と
証
明
に

関
す

る
条
例
が
改
正
さ
れ
た
の

で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
印
鑑
登
録
と
改
印
届
　
　
　
　
方
形
に
は
ま
る
も
の
で
な
く
一

1
、
印
鑑
登
録
が
で
き
る
の
は
　
て
は
な
ら
な
い
o

　
本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
※
印
か
ん
証
明
　
　
　
　
　
　
・

　
る
人
で
、
I
人
I
個
に
限
ら
ー
、
印
か
ん
証
明
も
原
則
と
し
一

　
れ

る
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
本
人
が
出
頭
す
る
こ
と
。
一

2
、
登
録
、
改
印
届
は
、
本
人
2
、
本
人
が
出
頭
す
る
こ
と
が

　

が
出
頭
す
る
こ
と
が
必
要
で
　
て
き
な
い
と
き
は
、
代
理
人

　

あ
る
。
や
む
を
得
な
い
理
由
　
を
立
て
委
任
状
を
提
出
す
る

　

で
本
人
が

出
頭
で
き
な
い
と
　
こ
と
、
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
き
は
’
代
理
人
を
立
て
、
委
3
、
こ
の
代
理
人
も
本
町
に
印
一

　
任
状
に
保
証
人
一
名
の
連
署
　
鑑
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
が
一

　

を
要
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
必
要
で
あ
る
。

［3
、
こ
の
代
理
人
’
保
証
人
は

熟義出
、
智
盟
轟
，
；
し
二
騎
明
鑑
　
人
に
　
も
竺
躍
木
㌻
㌶
人
チ
　
ば
録
　
で
角
　
　
な
を
の
　
　
ら
し
正
　
　
な
て

4，分担全及負担企

5，夫　役　現　品

6，使川料及手数料
7，国　庫支　出　金

8，県　支　出　金
9，寄　　　附　　　金

10，繰　　越　　金

11，雑　　収　　入
12，町　　　　　　偵

　合　　　　計

196，800

　　　　　　2

1，493，450

22，124，295

781，848

212，503

330，000

1，106，271

11，500，000

83，363，459

189，600　　7，200

　　　　　　2

1，385，920　107，530

7，060，829　15，063，466

1，153，712　△371，861

39｛，003　△181．500

　50，000　　280，000

691，042　　415，229

1，000，000　10，500，000

51，762，165　31，601，249　　　1

4土　木　費1、亀792582
臥教　　　育　　　費　「1936毎304
　　　　　　　1239己87516，社会及労仇施設費

保健衛生費［、8ち8621
賠業粁済費1423、濁9，員オ　　　　　産　　　　　2？　　1　3，717，854　1

10，オ充　　計　調　　査　　叱㌣　　　　　113，950

11，亡因　　　　　挙　　　　宝？　　　　　677，210

12，公　　　債　　費　14，685，828

13，；葺　　支　　　｝日　　　全　　　　　764，200

1好　　備　費112⑩00
　合　　　計　183・36緬9

7，265，020　11．527，562

8，045740　11，318，564

5，708，416　6，687，459

800，102　△12，240

5，159，371　△928，116

3，062，288　　655，566

　60，312　　53．638

　321，950　　355290

4，527，492　　158，336

　935，0911△17089↓
　100，000　　　20，0うO　　　I

51，762，165　31，691，219　　　‘

　一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一一一　　　
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ケ

石

33

年

度

の

農

業

関
係
表
彰
式
行
わ
る

　
昭
和
三
十
三
年
度
の
農
作
物

競
作
会
、
品
評
会
の
褒
賞
授
与

式
が
三
月
二
十
五
日
高
校
講
堂

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
豊
作

と
云
わ
れ
た
昨
年
、
農

家
の

意
欲
を
反
映
し
て
、
各
部

門
と
も
、
す
ぼ
ら
し
い
成
績
で

し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
成
績

は
十
ア

ー
ル
当
り
）

※
経
済

自
立
優
良
部
落

　
　
　
　
　

半
ケ
石
部
落

※
甘
藷
競
作
会
五
ア

ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

部

一
等
　
四
二
〇
〇
キ
ロ

　
　

川
南
　
　
段
　
　
旭

二
等

　
三
七
八
〇
キ
ロ

　
　
安
水
　
　
安
水
　
重
則

〃

　
　
　一

二
七
七
］
ハ
キ
ロ

　
上

ノ
宇
都
　
福
岡
　
虎
夫

〃〃〃

　
一
二
七
］
ハ
五
キ
ロ

宮
脇
　
　
山
ノ
川
　
広

　
一
二
七
山
ハ
一
キ
ロ

〃

　
　
谷
村
利
行

　
三
七

五
七
キ

ロ

　
　

川
南
　
　
木
下
　
繁
美

〃

　
　
三
七
五
五
キ
ロ

一

　
　
宮
脇
　
　
土
岩
　
栄
蔵

二
二
等
　
笑
喜
俊
夫
、
福
山
武
夫

一

壱
崎
実
志
、
落
司
信
夫
、
新
原

虎
吉
、
松
元
清
二
、
菖
蒲
清
彦

落
司
量
男
、
前
迫
文
哉
　
安
水

賑
熊
、
大
久
保
速
、
鳥
越
光
弘

※
甘
藷
競
作
会
十
ア

ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
部

一
等
　
四
七
〇
六
キ
ロ

」　
　
神
川
浜
　
吉
元
　
好
哉

二
等

　
三
七
八
七
キ
ロ

　
　

厚
ケ
瀬
　
厚
ケ
瀬
　
節

〃

　
1
1
1
A
，
）
｛
ハ
七
キ
ロ

　
　

〃

　
　
　
厚
ケ
瀬
l
男

〃

　
　
三
六
九
五
キ

ロ

　
　

瀬
戸

山
　
落
司
満
州
男

三
等
、
馬
込
幸
男
、
今
村
隼
美

1「安
水
1
二
　
大
園
治
美
　
福
岡

一
勇
、
迫
休
助

※
早
期
水
稲
競
作
会

一等
　
　
‥
ハ
五
（
）
キ
ロ

　
　

壱
崎
　
壱
崎
市
蔵

二
等
　
六
三
八
キ
ロ

　
　
半
ケ

石
　
椅
山
市
太
郎

〃

　
　
六
一
八
キ
ロ

　
　
〃
　
　
　
半
ケ
石
金
蔵

三
等
、
小
平
一
、
壱
崎
英
二
、

半
ケ

石
A
立
十
’
馬
込
幸
男

※
普
通
水
稲
競
作
会

　
海
岸
地
区

一等
　
⊥
ハ
一
二
〇
キ
ロ

　
　
宮
脇
　
　
谷
村
　
利
行

二
等
闇
〔
瀬
戸
山
幽
落
司
満
州
男

〃

　
　
五
九
一
キ
ロ

　
　
上

ノ
宇
都
　
福
岡
晴
男

三
等
、
中
迫
好
広
、
中
村
昭
雄

福
崎
富
夫
、
福
岡
正
夫

　

山
間
地
区

一
等
五
一
ニ
キ
ロ

　
　
川
北
　
　
大
園
　
　
加

二
等

　
厚
ケ
瀬
　
厚
ケ
瀬
一
男

※
早

期
水
稲
苗
代
品
評
会

一
等
八
四
点
　
半
ケ
石
地
区

二
等
七
三
点
　
笹
原
　
地
区
1

〃

　
七

二
点
　
山
ノ
ロ
地
区

〃

　

七

o
点
　
皆
倉
地
区

三
等
、
鳥
浜
、
神
川
上
’
木
場

　
　
　
笹
原

2
、
同
3

六
一
八
キ
。
淵
わ
目
・
※
普
通
水
稲
苗
代
品
評
会

　
　
　
　
　
　
　
　

一

◎
大
根
占
校
区
（
部
落
単
位
）〔写真は表彰式〕

　
　
　
　
　
　
岩
元

※
堆
肥
共
進
会
（
部
落
単
位
ン

一
等
　
　
　
　
　
厚
ケ
瀬

二
等
　
上
ノ
宇
都
、
寺
前

　
　
　
宮
脇
　
　
六
反
田

三
等
　
桜
原
、
岩
元
、
神
川
城

　
松
坂
、
瀬
戸
山
、
大
久
保

　
安
水
、
毛
下
、
大
橋
下

※
紅
禁
園
品
評
会

一
等
九
五
点

　
塩
屋
二
区
、
鳥
越
　
光
弘

二
等
　
九
l
点

　
塩

屋
一
区
今
釜
道
世

三
等

　
塩
屋
二
区
　
鳥
越
栄
助

〃

　
　
鳥
浜
　
今
隈
義
則

※
防
災
茶
園
品
評
会

一
等
九
四
点

　
　
　
川
南
　
押
領
司
才
蔵

一
等
七
二
、
八
点
　
瀬
戸
山

二
等

七
一
、
o
点
　
六
反
田

〃

六

九
、
六
点
木
原

三
等
塩
屋
二
区
、
中
園
、
寺
前

◎
神
川
校
区

一
等
七
九
、
二
点
　
神
川
中
原

二
等
七
六
、
二
点
　
皆
倉
下

◎
池
田
校
区

一

等
六
五
、
六
点
笹
原

二
等
六
五
、
○
点
　
壱
　
崎

三

等
　
　
　
　
　
段
中
野

◎
宿
利
原
校
区

一
等
八
四
、
七
点
命
苫

二
等
七

八
、
○
点
　
笑
喜
上

三
等
笑
喜
下
、

二
等
九
〇
点
安
水
　
安
水
章
義

三
等
七
三
点
　
〃
　
安
水
　
清

※

サ

イ
レ
ー
ジ
品
評
会

町占根大

等〃〃〃等等

宿
利
原

　
〃
牧
　
原

瀬
戸
山

六
反
田

水
口
次
男
、

利
行
、

団
体

　
〃

落
司
量
夫
、

　
　
厚
ケ
瀬
直
、

城
下
数
夫
、

　
宮
脇
同
窓
会

　
瀬
戸
山
同
志
会

※

木
炭
品
評
会

宿
利
原
郁
夫

宿
利
原
覚
哉

牧
原
　
　
弘

水
口
　
盛
助

鳥
越
　
資
則

　

中
馬
達
哉

　
　
　
谷
村

　
落
司
信
夫

郎ニ　　ー特
’

等〃〃等等
　　　　、

半
ケ

石

　
〃
　
〃
壱
　
崎

　
　
　
野
辺
重
行
、

　
　
小
平
虎
男
、

猪
鹿
倉
光
夫
、
長
野
虎
三

三
等
、
壱
崎
英
二
、
古
垣
正
行

壱
崎
次
則
、
米
満
祐
吉
、
木
山

幸
徳
、
半
ケ
石
富
義
、
壱
崎
正

男
、
野
辺
重
行
、
中
松
正
次
郎

四
等
小
平
熊
助
、
小
平
正
則
、

蓑
田
豊
次
、
中
松
武
熊
、
河
野

亀
男
、
半
下
石
虎
次
、
半
下
石

節
、
岩
下
秀
雄
、
毛
下
武
弘
、

木
原
正
雄
、
小
園
茂
、
木
山
市

木
山
　
幸
徳

壱
崎
　
正
男

高
橋
　
秀
雄

壱
崎
新
太
郎

　
壱
崎
新
太

古
垣
正
行
、

第76号

　
四
月
二
十
三
日
は
、
知
事
、

県
議
の
選
挙
、
三
十
日
は
町
議

す
o

　
今
度
の
選
学

は
、
わ
た
く
し
・

た
ち

が
、
県
民
と
し
て
、
あ
る

い

は
’
町
民
と
し
て
、
か
ね
て

の
生
活
に
一
番
つ
な
が
り
の
深
［

い
も
の
で
す
o

　
次
の

こ
と
を
よ
く
知
つ
て
、

も
れ
な
く
正
し
い
一
票
を
投
じ

ま
し
よ
う
。

の塁
と
相
次
い
で
行
わ
れ
エ

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
※
補

次

の

よ
う
な
人
は
補
充
選
挙
人

名
簿
の
登
録
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◎

県
の
選
挙
の
場
合

イ
、
昭
和
十
四
年
四
月
十
一
日

　
以
前
に
生
れ
た
人

n
、

昭
和
三
十
四

年
一
月
十
日

　
以
前
か
ら
引
き
つ
づ
き
大
根

　
占
町
に
住
所
の
あ
る
人
で
、

基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て

い
な

い
人

　
申
請
の
期
間
は
四
月
十
一
日

か
ら
十
三
日
ま
で
（
毎
日
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
）◎
町
議
選
挙
に
つ
い
て

充
選
挙
人
名
簿
の
登
録

　
　
　
　
　
　申
請
　
‥
申
．
川
の
期
間
は
四
月
二
＋
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

n
か
ら
二
十
四
H
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毎
日

万
、
昭
和
十
四
年
四
月
二
十
三
ゴ
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

　

m
以
前
に
生
れ
た
人
　
　
　
・
時
ま
で
）

n
、

昭
和
三
十
四
年
一
月
二
十

　
二

日
以
前
か
ら
引
き
つ
づ
き

　
大
根
占
町
に
住
所
の
あ
る
人

で
’
基
本
選
挙
人
名
簿
お
よ
び

県
の
場
合
の

補
充
選
挙
人
名
簿

に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
人

1◎
、
こ
の
期
間
中
、
部
落
長
の

と
こ
ろ
に
は
、
選
挙
人
名
簿
の

写
が
送
付
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

選
挙
管
理
委
員
会
で
も
名
簿
を

関
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
た
し
か
め
て
み
ま
し
よ
う
。

圏

※
投
票
に
つ
い
て

　1◎
投
票

は
、
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
、
町
内
十
1
ケ
所

の
投
票
所
で
行
わ
れ
る
。

◎
投
票
用
紙
は
、

県

の
場
合

　

黒
の
用

紙
　
　
知
事

　

赤
の

用
紙
　
　
県
議

で
、
ま
ず
知
事
の
投
票
を
先
に

選

挙

の

常

も

れ

な
く
正
し
A7

一
票
を

　

※
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
選
挙
の

当
日
、
次
の
よ
う
な
は
滞
在
中
で
あ
る
べ
き
こ
と

事

由
で
、
直
接
投
票
所
に
ゅ
け
◎
不
在
者
投
票
を

な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
を
す
　
　
　
　
　
　
す
る
に
は

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　
　
　
右
の
事
由
を
証
明
す
る
証
明
書

1
、
町
外
で
職
務
ま
た
は
業
務
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

に
従
事
中
で
あ
る
べ
き
こ
と
　
ん
。

2
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
◎
証
明
書
は

故
の
た

め
’
町
外
に
旅
行
ま
た
ー
の
場
合
、
職
務
ま
た
は
業
務

●

大
根
占
町
選
挙
管
理
委
員
会

一に
関
係
の
あ
る
’
官
公
署
、
会

一社
、
事
業
所
な
ど
の
長
ま
た
は

そ
の

代
理
人

2
の
場
合
前
記
の
ほ
か
’
医

　

師
、
助
産
婦
等
、
町
長
、
旅

行
、
滞
在
中
の
市
町
村
長

　

が
発
行
す
る
。

◎
　
物
見
遊
山
、
慰
安
旅
行
は

や
む
を

得
な
い
事
由
と
は
認
め

難

v
，
不
在
者
投
票
は
で
き
な

い
o
◎
　
正
当
な
事
由
で
証
明
書
を

　
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　

と
き
は
、
そ
の
旨
を
文
書
で

　
疏
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

◎
不
在
者
投
票
の

期
間
は

知
事
選
挙

　
三
月
二
十
九
日
か
ら
四
月
二

　
十
二

日
ま
で

県
議
選
挙

す

ま
せ
て
か
ら
、
県
議
の
用
紙

を

受
け
と
つ
て
投
票
す
る
。

※
立
会
演
説
会

　
県
の
選
挙
で
は
、
次
の
と
お

り
侯
補
者
の
立
会
演
説
会
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

◎
知
事

　
四
月
八
日
　
午
後
二
時
か
ら

　
　
　
大
根
占
小
学
校

　
◎
県
議

　
四
月
十
六
日

　
午
後
二
時
か
ら
　
神
川
農
協

　
午
後
七
時
か
ら
　
大
根
占
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校

　
四
月
八
日
か
ら
四
月
二
十
二

　

日
ま
で

町
議
選
挙

　
四
月
二
十
一
日
か
ら
四
月
二

　
十
九

日
ま
で

い
ず
れ
も
毎
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

◎
不
在
者
投
票

を
す
る
と
き
は

、

選
挙
管
理
委
員
会
（
町
議
会
」

委
員
会
室
内
）
に
出
頭
す
る
こ
ー

と
。◎
前
記
の
証

明
書
と
、
印
か
ん

を

持
参
す

る
こ
と

蔵◎
葉
た
ば
こ
関
係

総
牧
納
代
金
最
高

　
　
安
水
　
　
安
水

反
当
牧
納
代
金
最
高

　
　
皆
倉
　
　
徳
永

葉
た
ば

こ
品
評
会

　
　
中
園

　
　
落
河
　
　
岩
崎

標
本
採
択
功
労
者

　
中
迫
繁
好
、

中
重
松

　
吉
太
郎

ミ
ツ

萬
吉

毛
下
森
次
郎

　
　
　
勝
郎

　
　
中
迫
好
哉
　
山

土
岩
甚
之
助
　
上
鶴

4月の農作業

農相談室

早
期
水
稲
の
苗
代

　

五

日
ご
ろ
に
は
保
温
紙
を
と

り
終
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
除
紙

し
た
後
は
、
な
る
べ
く

浅
水
に
し
て
水
温
を
上
げ
て
く

だ

さ
い
o
と
く
に
夜
間
冷
え
る

恐
れ
の
あ
る
と
き
は
深
水
と
し

ま
す
。

　
ツ

マ
グ

ロ

ヨ

コ

バ

イ
の
発
生

期

で

す
。
苗
代
期
間
中
、
D
D

T
の

二
百
倍
液
か
マ
ラ
ソ
ン
乳

剤
で

二
回

防
除
し
て
v
だ
さ
い

　
山
間
部
で
は
イ
モ
チ
病
の
発

生
が
予
想

さ
れ
ま
す
か
ら
水
銀

剤
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

早
期
陸
稲

　
お
そ

く
と
も
十
日
ま
で
に
種

ま
き
を
す
ま
せ
ま
し
よ
う
。

　
中
旬
か
ら
雨
も
多
い
見
込
み

で
す
か
ら
、
適
期
に
中
耕
除
草

を

や
り
ま
し
よ
う
。

語
㎝
翼
韓

輌。
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°

o
°
し
四
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上図のとあ・り培と才る

町

内
教
職
員
の
異
頓

　
新

任

　
　
　
　
　
　
　
転
任

新
任
校
　
職
氏
名
　
　
旧
任
校
新
任
校
　
　
氏
名
　
　
旧
任
校

大
根
占
小
　
教
諭
　
峯
岡
頼
雄
笠
ノ
原
小
　
原
沢
　
徳
義

　
　
　
　
　
　
大

島
郡
滝
川
小
　
　
　
　
　
　
　
　
大
根
占
小

　
〃

　
助
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
井
上

よ
し
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
成
小
　
福
井
活
子
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　

　
　
柏
木
小

神

川
小
　
教
諭
　
有
馬
　
行
雄
垂
水
小
　
原
口
信
広
　
神
川
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

富
小
安
良
小
　
永
吉
　
英
雄

宿
利
原
小
　
〃
　
池
ノ
上
良
平
　
　
　
　
　
　
　
　
宿
利
原
小

”

　
”
晶
別
原
岸
繋
田
代
小
丸
岡
法
子
池
田
小

池
田

小

　
　
〃
　
原
口
　
昭
八
吾
平
小
　
鶴
園
　
勝
已
　
〃

　
　
　
　
　
日
置
郡
平
鹿
倉
小
船
間
小
中
　
（
校
長
）

　
〃
　
助
教
諭
　
柳
田
　
彰
弘
　
　
　
　
富
山
重
義
　
神
川
中

神

川
中
校
長
　
墾
小
　
黒
岩
葵
〃

〃〃〃

教
頭

教
諭

〃

池

田
中
　
校
長

大
根
占
小
教
諭

宿
利
原
小

〃

峯
崎
　
正
武
高
山
中

　
　
池
田

中
鹿
屋
一
中

三
戸
部

　
恵

上
小
原
小

　
　
高
山
中

石
井

神
脹
牧
之
原
小

原

口
　
　
隆

　
　
郡
　
中

橋
口
芳
文
退
職

晶
間
船
折
尾

　
　
　
新
卒

　
助
教
諭

竹
下
　
祐
治

〃

　
　
川
崎

池
田
小
　
教
諭
　
上
江

岸
ノ
上
達
夫
　
〃

金
中
　
安
雄

　
　
　
　
池
田
中

橋
本
嘉
夫

　
　
　
大
根
占
小

　
　
　
　
　
　

栄
蔵
　
神
川
中
校
長

　
　
　

宮
園
た
づ
子
　
　
宿
利
原
小

新
卒
高
校
大
根
占
校
《
、
分

良
子
阿
久
根
農
．
1
教
頭
へ

新
卒
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
護

順
子

串
良
商
高
へ
　
　
湖
城
　
寛
治

新
卒

　

む
　
ぎ

　
気
温
が
上

つ
て
、
サ
ビ
病
、

ウ
ド
ン
コ
病
、
赤
サ
ビ
病
な
ど

の
発
生
が
激
し
く
な
り
ま
す
。

　
石
灰
硫
、
貞
合
剤
の
八
〇
倍
液

を

発
生
初
期

に
一
回
、
以
後
二

回
ぐ
ら
い
か
け
ま
し
よ
う
。

　
水
稲
早
期
の
前
作
む
ぎ
は
二

十
五
日
ま
で
に
は
刈
り
と
り
ま

し
よ
う
。
熟
期
か
お
く
れ
田
植

え

が
お
く
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ぽ

適
期

よ
り
も
五
日
く
ら
い
早
刈

り
し
て
架
干
に
す
れ
ぽ
、
品
質

も
牧
量
も
変
り
ま
せ
ん
か
ら
思

い
切

つ
て

早
刈
り
し
て
く
だ
さ

い
o
な
　
た
　
ね

　
落
花
が
終
り
、
登
熟
期
に
は

い

り
ま
す
が
、
排
水
に
は
と
く

に
注
意

し
て
キ
ン
カ
ク
病
の
防

除
に
は
手
落
の
な
い
よ
う
に
し

て

v
だ
さ
い
。

　
ア

ブ

ラ
虫
に
は
B
H
C
粉
剤

を
か
け
る
こ
と

夏

　
大
　
豆

　
中
旬
か
ら
下
旬
に
種
ま
き
を

し
ま
す
。
改
良
白
目
か
白
口
一

号

が
牧
量
が
多
く
、
品
質
も
よ

い

の

て
、
種
子
の
大
き
い
、
充

実

し
た
も
の
を
選
ん
で
ま
き
ま

し
弓
。

　

肥
料
は
、
元
肥
に
よ
く
く
さ

つ
た

タ
イ
肥
五
百
六
十
キ
ロ
、

・

昼

安
十
キ
・
、
過
石
二
十
キ
ロ

厄
加

八
キ

ロ
、

木
灰
四
十
キ
ロ

看
度
早

期
水
稲

の
田

植

　
苗

は
三
十

～
三
十
五
日
．
田
で

、

老
苗
は
植
え
な
い
よ
う
に
し

一

ま
し
よ
う
。

1◎
株
の
寸
法

は
、
海
岸
地
帯
で

畦
巾
三
十
セ
ン
チ
、
株
間
一
ニ

セ

ン

チ

の
坪
当
り
九
十
株

一
株
四

～
五
本
植

山
間
地
で
は
、
水
温
を
上
げ
通

気
を

よ
く
す
る
た
め
、
上
の
図

の

と
お
り
の
培
土
栽
培
を
お
す

す
め
い
た
し
ま
す
。

　
一
株
五
本
、
坪
当
り
九
十
四

株◎
田

植
後
は
一
週
間
位
深
水
に

し
て
活
着
を
は
か
る
。

◎
本
田

の
肥
料

　

タ
イ
肥
七
百
五
十
キ
ロ
、
硫

安
三
十
五
ヰ

ロ

過
石
三
十
八
キ

ロ
、

塩
加

十
一
キ
ロ
、
を
元
肥

に
追
肥
は
生
兵
1
1
の
状
態
に
よ
つ

て
硫

安
八
キ
・
程
度

　
な
お
、
復
合
肥
川
の
場
△
n
は

｛ハo
キ

ロ

ー
七
五
キ
ロ
を
基
肥

に

や

つ
て

v
だ
さ
い
。
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